


 
 
 
 

安全に関する警告について 
 
 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
  
 

    安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 
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 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 
  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 
   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存してめ 
  自判断だけ対処すると思わぬ故を起こ 
  しケガをするます。 
  説明書はにすぐに 
  出せるよう製品に近接して保存してくだ 
  さ。  
 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  や要領不十理解まま作業すると 
  思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告ラ 
  ベル説明書にさてる 
  要領を十に理解して行て 
  くださ。  
 
 
 警告 
 作に不に 
  運転すると思わぬ故を起こすます。 
  次は運転しくださ。 
  

□  過労病気薬物影響そ他理由に 
 よ作業に集中き。 

□  酒を飲んだ。 
□  作未熟人。 
□  妊娠してる。  

 
 
 警告 
 作業にさを作すると衣 
  一部に巻き込ま死亡を含む傷害を 
  まねくます。 
  次に示す作業してくださ。 
  

□  袖や裾はだぶつきもを着用する。  

 
□  ズボンや着はだぶつきもを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき首巻きタオル腰タオルは 
 し。  

 
 
 警告 
 を他人にす説明書にさて 
  るや要領 
  め思わぬ故を起こすます。 
  方法をよく説明し説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してくださ。  
 
 
 注意 
 や指タッメント 

 部品を付けて運転すると破 
  損や傷害故をまねくます。 
  はしくださ。 
  タッメントは指製品を使用してく 
  ださ。 
  部品交換するは指するもを使用 
  してくださ。  
 
 
 注意 
 始業をると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。  
 
 
 警告 
 ンンを始するトラタやッ 
  プに立まま行うと緊急態へ対処 
  きず運転者はもちろん周囲にる人ケガを 
  するます。 
  運転席に座周囲を確認して行 
  てくださ。 
 ンンを始するを 
  (中立)にして行わと接続状態に 

  てるめトラタ暴走し思わぬ故 

  を起こすます。 

  を(中立)にして行てくだ 

  さ。 

 をンンを始すると急 
  に作業駆さ周囲にる人ケガをす 
  るます。 
  をて始してくださ。  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

始業点検の励行 

エンジン始動発進する時は
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 ンンを始する作業をまろ 
   して行わと不にまは昇して 
   周囲にる人ケガをするます。 
 急するとトラタ前きる 
  運転者振落とさ周囲人を巻 
  き込んだ思わぬ故を起こすます。 
  周囲を確認しゆくとしてくだ 
  さ。  
 
 
 警告 
 トラタンに作業を着するめ 
  にトラタを移させるトラタと作業 
  間に人ると挟まてケガをする 
  ます。 
  トラタと作業間に人を近づけくだ 
  さ。 
 注意 
 作業をトラタにするや 
   まは軟弱行うとトラタ不 
   にき出し思わぬ故を起こすます。 
   平坦盤所行てくださ。 
 ベタにタッメントを付ける 
  衝突させるとランを崩し後方 
  に転倒しケガをするます。 
  トラタにをしてタッメント 
  を付けてくださ。 
 着するトラタによては前く 
  縦不とて思わぬ故をま 
  ねくます。 
  トラタへフロントウイトを付けラ 
  ンをてくださ。 
 ッッケルをすとき 
  は（－）側し付けるときは（＋） 
  側行てくださ。 
  もし逆にすると作業中工具トラタに接触 
  し火花生じ火災故原因に 
  ます。  
 
 
 危険 
 イントを使用すると 
  巻き込まてケガをするます。 
  イントは使用し 
  くださ。 
 損傷しまま使用すると巻き込ま 
  てケガをするます。 
  損傷しすぐに替えてくださ。 
  使用前には損傷してくださ。 
 トラタよ作業に着する者 
   不によ不にイント回転 
   しケガをするます。  

 
   をトラタンンをとめて行 
   てくださ。 
 ンを付け使用すると 
  回転し巻き込まてケガをする 
  ます。 
   トラタ側と作業側ンを回転し 
   所にしてくださ。 
 注意 
 １を回るとイ 
  ントを回転させ破損しケガをする 
  ます。 
   縮隙間２５よも小さくると 
   イント突きげ起きるイ 
   ント破損をまねきケガをするます。 
   正量使用してくださ。 
 イントを接続しランプン 
  軸溝に納まてと使用中に 
  ケガをするます。 
  ランプン溝に納まてる接続部を 
  押し引きして確認してくださ。  
 
 
 注意 
 トラタに作業を着してを走行すると 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラタに作業をして走行はし 
  くださ。 
 
 
 危険 
 移走行するトラタル 
   左右さてと片に 
   トラタ左右に振転起こ思 
   わぬ故をまねくます。 
   ほ特殊作業はルは左 
   右して使用してくださ。 
 警告 
 トラタに運転者人をせるとトラ 
   タ転落し運転作妨げにて 
   緊急態へ対処きず同者はもちろん 
   周囲人よ運転者自身ケガをする 
   ます。 
   トラタには運転者人はせく 
   ださ。 
 急急回を行うと運転者振落とさ 
   周囲人を巻き込んだ思わぬ故 
   を起こすます。 
  急急回はしくださ。 
 急を出しすると 
  転倒るは転落故を起こすます。 
  低走行してくださ。  
 

作業機を着脱する時は 

移動走行する時は 

パワージョイントを使用する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 
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 回する作業回方向とは逆方向にふ 
   くるめ周囲人に接触しケガをさせ 
   対向物障害物に衝突しケガをする 
   ます。 
 周囲人や対向物障害物と間に十間隔 

  を保て行てくださ。 
 ほと通路段差側溝路肩付近を走行 
   する近寄するとトラタ滑や 
   転し思わぬ故を起こすます。 
   路肩走行するは近寄すようにし 
   低走行してくださ。 
 田畑へ出入畦越えや段差越えを 
   するめに越えようとし直角に 
   越えようとするとトラタ転転倒 
   しケガをするます。 
  ゆみ板を使用してくださ。 
 作業に人をせると転落しケガをす 
  るます。 
  ま物をせて走行すると落し周囲 
  人へケガを負わせるます。 
  作業には人や物はせくだ 
  さ。 
 作業及シュトを折まずに移走 
   行すると障害物にぶつケガをする 
   ます。 
  折ん移させてくださ。 
 注意 
 作業へ力を走行すると周囲 
  人を回転物に巻き込みケガを負わせる 
  ます。 
  移走行するはをてくださ。  
 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 警告 
 作業をする周囲に人を近づけるとに 
  巻き込まケガをするます。 
  周囲に人を近づけくださ。 
  特に子供は近づけようにしてくださ。 
 作業指回転数を超えて作業すると 
  破損によケガをするます。 
  指回転数を守てくださ。 
  入力軸回転数９～１rpm。 

 作業に人をせると転落しケガをす 
  るます。 
  ま物をせて作業すると落し周囲 
  人へケガを負わせるます。 
  作業には人や物はせくだ 
  さ。  

 
 を出しすると暴走故をまね 
  くます。 
  低作業してくださ。 
  作業をする途中すると暴 
  走する原因とます。 
  前低にしてゆくとてく 
  ださ。 
 わき見運転をすると周囲障害物回避や周 
  囲人へ危険回避きず思わぬ故 
  を起こすます。 
  前方や周囲へ十にを払運転し 
  てくださ。 
 手放し運転をすると思わぬ方向へ暴走し 
  故を起こすます。 
  しとンドルを握て運転してくださ。 
 注意 
 整や付着物除去を行う 
  よンンをとめずに作業すると 
  者不によ不に作業駆さ 
  思わぬ故を起こすます。 
  をンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。  
 
 
 警告 
 トラタ離るやに 
   駐車するとトラタ暴走して思わぬ故を 
  起こすます。 
  平坦し所に駐車しトラタン 
  ンをとめ駐車をけて暴走を防 
  くださ。 
 トラタ離る作業をげままに 
  してくと者不によ不に 
  しケガをするます。 
  まろしてトラタを離てくださ 
  。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作業する時は

トラクタから離れる時は 
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作業が終わったら 
 
 
 
 注意 
 力をずに回転部可部付着物除 
  去作業を行うとに巻き込まてケガ 
  をするます。 
  をンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 
 
 
 注意 
 作業後をると作業整不や破 
  損放置さ次作業にトラルを起 
  こしケガをするます。 
  作業終わ説明書に基づきを 
  行てくださ。 
 ン作業をちげて整を 
   行う者不によ不にし 
  ケガをするます。 
  トラタン油圧回路をロッして行 
   てくださ。 
 

 
  
 警告 
 イフをするイフに接触するとケガ 
  をするます。 
  イフ手順に従て行てくださ。 
 イフ回転中に除に手を入るとケガを 
   するます。 
   イフ回転中はを開けくださ。 
 注意 
 イフを整する不にフライイル 
  回転し付けイフケガをする 
  ます。 
  フライイル回止めを確実に行作業 
  してくださ。 
 イフをするに物入る 
  ます。 
  保護メガネを着用してくださ。 
 に生じそまま放置すると 
  破損やケガをするます。 
  説明書に基づき行てくださ。 
 やまは軟弱行うとト 
  ラタや作業不にき出して思わぬ 
  故を起こすます。 
  平坦盤所行てくださ。 
 よンンをとめずに作業すると 
  者不によ不に作業駆さ 
  思わぬ故を起こすます。 
  をンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 
 作業をげ状態ままにもぐ 
  を入すると不にしケガをする 
  ます。 
  に入るは台防止をして行てく 
  ださ。 
 油圧手やにゆるみや損傷ると 
  出る高圧オイルるは作業急 
  ケガをするます。 
  補修もしくは部品交換してくださ。 
  手やをすは油圧回路内圧力を 
  無くして行てくださ。 
 不処置整めにし 
  を付けずに作業すると回転部や可部に 
  巻き込まケガをするます。 
  元通に付けてくださ。  
 
 
 
 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 

不調処置点検整備をする時
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着作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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１．けん引環 

  サイドマウント作業作業後部にイン 

 プゴン等をけん引するに使用します。 

 作業にはけん引ンを入 

 にンンを入固してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ヒンジボックス 

  サイドマウント作業と作業フム折 

 み回転支す。 

 フム力を側へ伝する能を 

 併せててます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．グラインダ 

  イフをする置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．スイッチボックス 

  トラタに座ままシュト回ヘッド 

 作ラッ正逆替えに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．旋回用シリンダ 

  サイドマウント作業と作業フム折 

 み補助に作業行程後に位置決めめに 

 使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．フリーロワーリンク 

  サイドマウント作業ベタ 

 突きげトラタフトロッドを保護する 

 置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 適応トラクタの範囲 

 
 製品はトラタと着によ的確に性

能を揮きるように設計さてます。 
 不トラタと着によては製品耐久

性に著しく影響を及ぼしトラタ運転作に

著し影響を及ぼすことます。 
 こ製品応トラタは次とす。 
 

適応トラクタ 
66～88kW 

（90 ～ 120PS） 
 
 製品応トラタよ小さトラタ使用す

ると負に対し十出ことま

す。 
 前過確保出来はフロントウイトを

着する又は別売補助車を着してくださ

。 
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３ 組立部品 

 
１．解     梱 
  木枠に固してる部品をほてくださ。 
２．組立部品の明細 
  梱包に同梱さてる梱包明細に基づき必要部 
 品揃てる確認してくださ。 
３．組     立 
  各部品組立に必要ボルトットは梱包 
 明細符号を参照してくださ。 
 
 

４ トラクタへの装着 

 
１．３点リンクへの作業機の連結 

 
 
トラタンに作業を着するめ 
 にトラタを移させるトラタと作業 
 間に人ると挟まてケガをする 
 ます。トラタと作業間に人を近づけ 
 くださ。  
 
 
作業をトラタに着するや 
 まは軟弱行うとトラタ不 
 にき出し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。   
  トラタへは次手順行ます。 

  は状態行てくださ。 

 

（１）トラタンンを始してトラタロ

ン先端部と作業左右ロン

穴位置うま後してトラタをとめて

くださ。 

（２）ンンをとめ駐車をけてくださ

。 

（）左ロンをし抜け止めにン

ンをロンンに差してくださ。 

    次に右ロンも同順行てくださ。 

（４）左右ロン同じ高さにるように

トラタ右側ャトュ整して

くださ。 

（５）トラタロンとトップン平行

に近くるトップンン穴位置を選んトッ

プンをし抜け止めにンンを差し

てくださ。 

 

 

（６）トラタンンを始しトラタ

ンを昇する油圧を作して作業を少

しげンンを停止してくださ。 

（７）左右ロンをッンセッ

トし作業振をくしてくださ。 

（８）タンドをげン固してくださ。 

（９）作業状態ト面に垂直にるようにト

ップン長さを整してくださ。 

 

２．スイッチボックスの取付・配線 

  （シュート・ヘッドのリモコン操作） 

 

 
   配線コドはトラタタイヤに接触し 
 程にるみをせ余るみはトラ 
 タ側にひも固してくださ。 
   コントロルボッは雨ところ 
 に置てくださ。   
（１）電源コドをトラタッに配線して

くださ。黒色は○－側白色は○＋側す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ッッケルをすは（－）

側し付けるは（＋）側行 
てくださ。 

 もし逆にすると作業中工具トラタに接触 
 し火花生じ火災故原因に 
 ます。  
 

 
   コド；１（電源コド）をッタミ 
 ルへ付けるに誤作を防ぐめイッボ 
 ッに付けずコド単行てくださ。   
（２）イッボッをトラタ作し易所

に付けてくださ。 
    イッボッ付けは磁石行う

きるだけ平面に付けてくださ。 
（）コド；１ソケットとイッボッソ

ケットを接続してくださ。 

  警 告  

  注 意 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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（４）側ヘッドシュトラッ用コド

ソケットとイッボッソケットを接続

してくださ。 
（５）付け終了後は各イッ表示通作

をする確認してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．トラクタ油圧取出口との接続 

    作業は作業とサイドマウント作業

替え及タッメント高さ整シュ

ト引き起こし折みにトラタ部油

圧を利用してます。 
    トラタ油圧出は低２系統必要す。 
 

 

 
   トラタ油圧出２系統し使 
 用し１系統油圧は作業中回転部や可 
 部に接触し様にまとめてにひも固 
 してくださ。   
    作業油圧シンは系統共に単

プラサイズは１／２オプラ標準さ

てます。 
    タッメント高さ整及シュト

引き起こし折みには昇ド整用

にル（流量整弁）つてます。 
 
（１）作業プラをトラタ油圧出プラに接

続してくださ。 
（２）トラタンンを始してくださ。 
    不用きに対処きるようにンン回転

はイドング状態行てくださ。 
    部油圧を作し接続ポトを確認して

くださ。 
（）タッメント高さ整及シュト引き

起こし折みル（流量整弁）絞

量を整してくださ。 
 
４．ロークロップアタッチメントの装着 

    ロロップタッメントへ着は 
ロロップタッメント 1-3-1 へ

着説明に基づき行てくださ。 
 

５ パワージョイントの装着 

 

  作業には専用イント付て

ます他イント代用しくだ

さ。 

 

 
 
イントを使用すると 
 巻き込まてケガをするます。 
 イントは使用し 
 くださ。 
損傷しまま使用すると巻き込ま 
 てケガをするます。 
 損傷しすぐに替えてくださ。 
 使用前には損傷してくださ。 
トラタよ作業に着する者 
 不によ不にイント回転 
 しケガをするます。を 
 トラタンンをとめて行てくださ。 
ンを付け使用すると 
 回転し巻き込まてケガをする 
 ます。トラタ側と作業側ンを 
回転し所にしてくださ。  

 
 
１を回るとイ 
  ントを回転させ破損しケガをする 
 ます。 
縮隙間２５よも小さくると 
イント突きげ起きるイ 
ント破損をまねきケガをするます。

正量使用してくださ。   
１． 長さの確認方法 
（１）イント単縮長

（ウタ）端部位置を（イン）に

マングしてくださ。 

（２）イント（ウタ）

イント（イン）を引き抜てくださ。 

（）ンを昇させて軸とＩＣ軸

も接近する位置昇を停止してくださ。 

（４）ン付ヨランプンを押して

軸ＩＣ軸にしランプンもと位置

に出るま押し込んくださ。 

（５）同士をねわせ

（ウタ）端部位置とマング位置間隔２

５は２５間隔を保つように

断方法手順に基づき断してくださ。 

（６）ンを昇させて軸とＩＣ軸

も離る位置昇を停止してくださ。 

 

  危 険  

  注 意 

  取扱い上の注意 
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（７）同士をねわせイプ（

ウタ）とイプ（イン）量１

は販売店に絡し長

イントと交換してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 切断方法 
(１) ウタ 

  イン両方を長 

  だけます。 

 

 

(２) 同じ長さ 

  をイプ先端計 

  ます。 

 

 

 

() イプウタとイ 

  ン両方を金ノコま 

  はッタ断しま 

  す。 

   断するはイ 

  プ中にウを詰めイプ内面に粉 

  付着するを防くださ。 

(４) をヤめに仕げて 

  イプをよく清し次にグを塗布し 

  てウタとインを組みわせます。 

 

３． 安全カバーの脱着方法 
(１) 解手順 

① 固ネを 

   してくださ。 

 

 

 

② を 

 はずし位置へ回して 

 くださ。 

 

 

③ を引き 

 抜てくださ。 

 

 

 

④ ライドングを 

 出してくださ。 

 

 

 

(２) 組立手順 

① ヨライド 

 ング溝とイプ 

 （イン）に高品質 

 グを塗てく 

 ださ。 

 

② ライドング 

 つばをイプ側に向 

 けを開て 

 溝にはめてくださ。 

 

③ そに 

 をはめてくださ。 

 

 

 

 

④ をし止 

 まるま回してくださ 

 。 

 

 

 

⑤ 固ネを締め付けてくださ。 
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４． パワージョイントの連結 
 （１）ン付ヨランプンを押して 

   軸ＩＣ軸にしランプンもと 

   位置に出るま押し込んくださ。 

 

 
 
イントを接続しランプン 
 溝に納まてと使用中にケガ 
 をするます。 
 溝に納まてる接続部を押し引きして確 
 めてくださ。  
 

 （２）イントはウタ側をト 

   ラタ軸側にインを作業 

   ＩＣ軸側に接続してくださ。 

 （）ンを固し所に付 

   け回転を防くださ。 

    ンはンきに順応きる余 

   裕をせま他へ引 

   ように余るみをてくださ。 
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 を子よく長ちさせるめ作業前に必ず行

ましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 
  トラタ説明書に基づきを行てく 
 ださ。 
 
２． 連結部の点検 
（１）３点リンクと３点フレームの連結部点検 
  ① ロントップンンンは

所位置に挿入さてる。 
  ② ッンは張てる。 
 

 
   不具見つは1-4-1  3ン 
 へ作業説明に基づき不具を解消 
 してくださ。   
（２）パワージョイントの点検 
  ①  イント抜け止めランプ

ン軸溝に納まてる。 

  ② イントン付に余

るみは。ま余裕る。 

  ③ イントに損傷は。 

   損傷してるはやに交換してくださ。 

 

 
   不具見つは1-5 イ 
 ント着説明に基づき不具を解消してく 
 ださ。  
 

（３）油圧系統の点検 

  ① トラタ部油圧出へプラ接続は

確実に行わてる。 

  ② 油圧に余るみは。 

   ま余裕る。 

 

 
   不具見つは1-4-3 トラタ油 
 圧出と接続説明に基づき不具を解消 
 してくださ。   
（４）電気系統の点検 

  ① 電源コドは確実にッタミルへ 

   接続さてる。 

  ② 電源コドとイッボッタミル

は確実に接続さてる。 

  ③ イッボッタミルと作業側

コドタミルは確実に接続さてる。 

  ④ イッボッヒュズはて

。 

 

（５）製品本体の点検 

   特に部はケガ原因にます

使用前を習にしてくださ。 

  ① イフ付けボルトにゆるみは。 

② イフル付けボルトにゆるみは

。 

  ③ ヒンボッべベルボッ付け

ボルトにゆるみは。 

  ④ トップマト付けボルトにゆるみは

。 

  ⑤ シャ固ボルトにゆるみは。 

  ⑥ 各部給油油給脂は十。 

 

 

２  エンジン始動での点検 

 

１． トラクタ油圧系統の点検 

トラタ油圧を作してンを昇し 

 作業をちげ状態けばは 

 ません。 

 

２．トラクタ外部油圧系統の点検 

  トラタ油圧を作しタッメントを昇さ

せ状態けばはません。 

 

３．アタッチメントの昇降速度の点検 

  タッメント昇を確認してくださ。 

 するはルイヤルを右に回して遅く 

 してくださ。 

 

４．電装品関係の動作の点検 

  シュトヘッド及ラッ作正確 

 認してくださ。 

 

 
   に見つは6-1 不 
 処置一覧表に基づき処置してくださ。 
 トラタ油圧系統にるはトラ 
 タ販売店にご相談くださ。  
 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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３  給油箇所一覧表 

 
○ 給油塗布するオイルは清浄もを使用してくださ。 

○ グを給脂する量とは古グ排出さ新しグ出るます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 間 給 油 量 備   考 
1 べ ベ ル ボ ッ ク ス 1 ※ギヤオイル 

SAE 90 API GL-5 
2 ヒ ン ジ ボ ッ ク ス 1 〃 
3 ギ ヤ ボ ッ ク ス （ 1 ） 1 〃 
4 ギ ヤ ボ ッ ク ス （ 2 ） 1 〃 

使用当初 25～30
時間その後シーズ

ン毎に交換始業点

検時確認 
レベル迄 始業点検時 

確認補給 

5 フ リ ー ロ ワ ー リ ン ク 1 グリース；2号 使用ごと 適  量 グリースニップル 
6 カ ウ ン タ シ ャ フ ト 部 1 〃 〃 〃    〃 
7 デンドウシリンダ支持部 1 〃 〃 〃    〃 
※ コスモ石油「コスモギヤー GL-5  80W-90」または相当品をお使いください。 
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No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 間 給油量 備   考 
8 Ｖプーリ；200 軸受部 1 グリース；2号 使用ごと 適  量 グリースニップル 
9 ベルトテンションアーム 1 〃 〃 〃 〃 
10 フライホイールハウジング 2 〃 〃 〃 〃 
11 下 部 ロ ー ル メ タ ル 4 〃 〃 〃 チューブにて延長した

所にグリースニップル 
12 ガ イ ド ア ー ム ； Ｒ ， Ｌ 4 〃 〃 〃 グリースニップル 
13 ロ ー ル ア ー ム メ タ ル 2 〃 〃 〃 〃 
14 リ フ ト ア ー ム 4 〃 〃 〃 〃 
15 フローティング支持部 1 〃 〃 〃 〃 
16 グ ラ イ ン ダ 1 〃 〃 〃 〃 
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No. 給  油  場  所 箇所 潤滑油の種類 交 換 時 間 給油量 備      考 
17 シ ュ ー ト 8 グリース；2号 使用ごと 適  量 グリースニップル 
18 ウ ォ ー ム メ タ ル 2 〃 〃 〃 〃 
19 ウ ォ ー ム － 〃 〃 〃 グリース塗布 
20 ウ ォ ー ム ホ イ ー ル － 〃 〃 〃 〃 
21 各 ジ ョ イ ン ト 11 〃 〃 〃 グリースニップル 
22 各 ロ ー ラ チ ェ ー ン 3 オイル 〃 〃 オイル塗布 
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 を確認して慎に作業してくださ。 
 

１  本製品の使用目的 

 

 製品単は作業はきません。 
 作業対象物に応じタッメントを選択して使

用してくださ。 
 
１．ロークロップアタッチ装着時 

  長稈作物（デントコントウモロコシソルガ 
 ム）条播刈に使用します。 
 こ的には使わくださ。 
 
 

２  作業要領 

 
 作業は作業とサイドマウント作業

きます。 
 に作手順を説明します替えを行う前

にタッメントを油圧によちげてくださ。 
 油圧１系統替えルをして

にはフトムに防止トッ

ますロッしてくださ。 
 
１．リバース状態からサイド状態にするとき 

（１）とフムを固してるフッをはずし

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ほ条件によます一般的にはトラ

タンドルを左にてッすると支

開てトラタに近付きます。 
こトラタ側部油圧はフ

にしててくださ。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（）部油圧を作しサイド状態にるま

を作業位置ま引き寄せます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   タッメント着トラタタイヤ（前） 
 とタッメント距離を確認し油圧作 
 してくださ。   
（４）タンッルを付け作業を固しま

す。 
（５）フロン位置決めンを穴へ

付け替えトラタ右側フトロッドに無理   

掛ようにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  取扱い上の注意 



 - 20 -

２．サイド状態からリバース状態にするとき 

    基的には状態サイド状態にする

作反対作をします。  
（１）フロン位置決めンを穴に

差し替えフロンを固します。 
（２）タンッルをはずします。 
（）ほ条件によます一般的にはトラ

タンドルを右に前するとト

ラタ後方に近づきます。 
  こトラタ側部油圧はフ

にしててくださ。 
（４）部油圧を作してを完に状

態にします。 
（５）フッを付けとフムを固しま

す。 
 
３．作業要領 

（１）断長選択 
      断長はギヤボッ替えギヤ①とイフ

枚数によ整します。 
① 替えギヤ整はギヤ組替え行ます。 
② イフ整は６枚刃（標準）枚刃 

     行ます。 
 

 
   イフ整は９枚刃（オプシン）も 
 行うこときます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ナイフ枚数 Aギヤ Bギヤ 6枚 3枚 ※9枚 
17T 19T 10mm 20mm 7mm 
19T 17T 13mm 25mm 8mm 
16T 20T 9mm 18mm 6mm 
20T 16T 14mm 28mm 9mm 

※ ナイフ 9枚はオプションです。 
 
 
 

（２）ラッ 
      ギヤケ内に内蔵さラッによ正転

逆転きます。 
 

 
   ラッ作はトラタを低に 
 して行てくださ。 
 高（900～1,000rpm）使用するとシャボル 

 ト及ラッノッ損するます。 

 回転をとして作してくださ。   
   ① イッボッ表示正側に押し続けると

正転します。 ～通作業 
   ② イッボッ表示逆側に押し続けると 
    逆転します。 ～ロル及タッ駆逆転

します。 
   ③ ロル及タッ駆停止し位置

イッを中立にすると停止状態を保きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（）起 
 

 
   製品用回転数は900～1,000rpm 
 す。接続前に位置を確認 
 してくださ。   
    トラタンン回転数をイドング状態に

して静にを接続します。 
    を接続し数間ロ回転し運

転を行各部に音確認してくださ

。  
（４）枕処理作業 
      枕や中割等刈倒しコン等を手直接供

給するはイッボッによロル及

タッ駆停止し状態にしてくださ。 
 
 
 運転中又は回転中搬送ンよ供給ロ 
   ラに接触すると巻き込まケガをする 
   ます。周囲に人を近づけくださ。 
   手供給するは搬送ン力を遮断し 
   て行てくださ。   

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  危 険  
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（５）刈作業 
   ① 中割枕刈作業 
      図ようにンプトラッ等伴走して作業を

行ます。 
      ボンネットンプをご利用だきます

とンマン作業可能とます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ② サイドマウント作業 
      中割枕刈作業終わましサイドマウ

ント状態作業を行てくださ。 
      通ベッ作業やゴン等を牽引する

ンマン作業系ご利用だけます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   雨後軟弱等タイヤ埋まる状態 
 にサイドマウント作業を行うと各部に過大 
 力加わ破損原因とます 
 状態作業してくださ。  
 

 
   片刈作業等ロロップを刈状態ま 
 ま後退するとロロップ内に土入 
 ンシンプングきくギャザ 
 ングンム破損原因とま 
 す。 
 作業中後退するときはロロップをげてく 
 ださ。  
 
 
 
 
 

３  各部の調整（快適な作業のために） 

 

≪上下フレームの分割方法≫ 

 イフ整とプンロルと隙間

整はフムをちげて行ます。整は

トラタにしままサイド状態にして行ます。

トラタンンを停止しイントＨＡ

－５をしてくださ。 

 手順フムを割してくださ。 

 

（１）シュトを真後ろへ向けます。 

（２）をします。 

（）メインフム；２付けボルト①（両側）

及ボルト②を緩めヤロル駆イン

トをはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）フム後方ボトムプトとトをとめ

てるボルトをはずします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）シュトンをはずしを

へゆく引てくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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フムを割し後フム不 
 にして挟まケガをするます。 
 シュトとフムをロプ等してくだ 
 さ。  
 

１．ナイフの調整 

  イフは次再整します。 

  ○新しイフを付ける。（ボルトも同に交

換してくださ。） 

  ○シャ（受刃）整と。 

  ○イフとボトムプト（ケシング）間

隔大きく吹力低し。 

 

    今ま使用してイフを整するイ

フ刃面削面積大きくてます。こめ

にトイシへ負大きく振緩み等

生し易くます。 

    ま間も多くるようにます。 

  トイシへ負を少くするめ整イフを

作業しグライン等にてイフ刃面２

番落しをしてくださ。 

    ２番落しはを参考に行てくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    部をグライン等にて削する。 

 
 
イフをするに物入る 
  ます。保護メガネを着用してくださ。  
 

  フム割方法に基づきフムを割し 

ます。 

 
 
イフを整する不にフライイル 
  回転し付けイフケガをする 
  ます。フライイル回止めを確実 
に行作業してくださ。  

 

（１）シャ（図③）回に詰ま雑草やゴミ

を除きます。必要に応じロル

をし清します。 

（２）ボトムプトをとめてる側面ボルトを緩

めてボトムプトを側へ押しだし仮締めし

てくださ。（3-3-3 イフとボトムプト

隙間整を参照） 

（）刃先円直径は５８（図示）にるようイ

フ一枚を付けシャ③を節し固しま

す。（3-3-2 シャ整を参照） 

（４）２枚はイフ付けボルト④（４）

をく締め込みシャとマ 0.2～0.3

に押しボルト⑤シャ③にわせます。 

（５）イフ付けボルト④を完に締め付けま

す。こ中央ボルトを締め次に左右ボル

トを締めてくださ。 

    締付トルは１８kgfｍ（１７６ｍ）す。 

（６）イフを締め付け後は押しボルト⑤を５

程戻してロッット固してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）メインフム；２をろし付けボルト

①固しイントを付けボルト②を

締め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）てイフ同一円をまわるようにして

くださ。（3-3-5 イフ参照） 

（９）イフ先端とボトムプト隙間．５～

１．５にるように3-3-3 イフとボトムプ

ト隙間整に基づき整します。 

 
 
   イフ付ボルト及ッシャは特殊品を使用 
 してます。 
   ＳＡＲ純正品は使用しくださ。  
 

  注 意 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  注 意 
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２．シャバーの調整 

  シャ整はイフ同様大要す。 

  少馬力均一断長を得るめにイフ

ごともしくはイフ２回に１回割シ

ャ整をしてくださ。 

 

（１）ボルト①及ロッット②をゆるめボルト

③を締め込みイフ④に近づけます。 

（２）イフとシャ⑤マ．２～．

にるように整します。 

（）整後はボルト①を締め次にロッット②

を締め付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ナイフとボトムプレートの隙間調整 

  イフをするとボトムプトとイフ先 

端隙間大きく吹げ能力ちてきます。 

  そには要領ボトムプト

整をしてくださ。 

 

（１）トとボトムプトをとめてるボルト（Ａ

部）は締めままボトムプト側面をと

めてるボルト（Ｂ部）をすべて緩めます。 

（２）Ｃ部を押しだしイフ先端と隙間を．５

～１．５に整しボルトを締めてくださ。 

      ボトムプトとイフ先端接触して

を確認してくださ。 

      接触してるは再整してくださ。 

（）ボトムプト及シャ整と

は3-3-1 イフ整を参照して

くださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．スクレーパの調整 

  プンロル①と②マは 0.5

に整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ナイフの研磨 

  イフ摩耗しまま使用すると断長さ不

均一断に必要馬力る性能低原

因とます。 

  次手順してくださ。 

 
 
イフをするイフに接触するとケガ 
 をするます。 
 イフ手順に基づき行てくださ。  
 
 
 イフをするに物入る 
   ます。 
   保護メガネを着用してくださ。  
 
 
 イフをするット⑥緩ん 
   ことを確認してくださ。 
 緩んる締めをしてしてく 
   ださ。  
 

（１）を初める前にトイシ（図③）を固して

るット⑥緩んを確認してくださ

。 

      緩んるはット⑥穴にシノ等を入

固しル⑤頭部四角部に

をて計回に締込んくださ。 

（２）はンドル②を緩めル⑤を反

計回に回し①をします。

ンドルを締め付けてトイシ③を固しトラタ

を始します。 

      回転数は低行てくださ。 

（）ンドルを緩めル（図⑤）を計回

に回しイフ火花出所ンドル

を締め付けます。 

  警 告  

  注 意 

  取扱い上の注意 
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（４）ンドルをライドさせ１往復毎にンド

ルを緩めルを°ずつ計回に回し

トイシをげてきます。 

      こ作を繰返すことによイフは均一

に円筒さます。 

（５）終わイフ④とトイシ接触し

くるまル⑤を反計方向に回し

ンドルを締め付けてトイシを固してくださ

。 

（６）トラタンンを停止させ回転

完に停止してトイシをげ①

をもと位置に入ベタン⑨固します。

ルを計回に回しトイシを押え

付けます。 

      ンドルを締め付けトイシを固してく

ださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．トイシの調整 

    トイシ減イフきく

トイシ③を出すによ再するきます。 

    次手順トイシを出してくださ。 

（１）Ｃ⑦を固してるボルト；Ｍ１×

をしＣを前側に起こします。 

（２）ット⑥穴を利用しシノ等固します。

ル⑤頭部四角部にをて反計

回にまわします。 

      ット⑥を一しル⑤頭部穴棒

等を介しンマくき出します。 

      トイシ③ル面よ約５出ところ

トイシにつてるッシュ⑧を一し

ル⑤側に遊くるま移させます。 

      ット⑥を手締め込んシノ等固

しル⑤を計方向に締め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（）トイシ使用界はル⑤面１

ます。こはトイシを出さくだ

さ。 

 

７．フローティングの調整 

（１）フロィング整はフトム①中

心フト②中心ま４２標準

す。 

（２）プング④はタッメントランを

整するもす。標準セットさてま

す。フトロッド⑤及プング④はほ条件

にわせ整必要す。ット⑥ボルト⑦

整してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．タイヤの調整 

  作業タイヤは出標準位置方 

 に７整きます。 

  ほ条件や刈高さによて選択してくださ。 
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〈 タイヤの空気圧 〉 

 

タイヤサイズ 空気圧 
11L－15－8PR 295kPa（3.0kgf／cm2

） 
10/80－12－6PR 255kPa（2.6kgf／cm2

） 
 

９．ロールスプリングの調整 

  ロルプング張は２５にるように 

整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．ベルトの調整 

    ベルトてる伝達力を大に揮させる

め々ベルト張を整する必要ます。 

 

（１）ギヤボッギヤボッを駆するベル

トは新しベルトは１１kg張直しは

９．５kgベルト中央を押し約６

わみす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   押しボルト（Ｍ16×110）整してくださ。 

 

（２）フライイルを駆するベルトはット（図

①）によネ（図②）長さを４（標準寸

法）に整してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   長期にわ格納するはベルト張を 
 完にゆるめてくださ。  
 

 

４ 運    搬 

 

 作業は幅広作業す。移するは

3-2-2 サイド状態状態にするときを

参照し状態移します。 

 ま周囲物やベタトシュト等

を破損させようシュトを折ん移し

ます。

  取扱い上の注意 
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 長ちさせるめに手入は必ずしましょう。 
 
 
力をずに回転部可部に付着しゴ 
 ミ草除去作業を行うとに巻 
 き込まケガをするます。 
 をンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
 
 

１ 作業後の手入れ 

 
１．にてる牧草等はほ中 
 きに除てくださ。 
  特に回転部に巻き付草はシル部品軸 
 受部品を傷つけます完に除てく 
 ださ。 
 
２．ボルトットン緩み落 
 又破損部品確認してくださ。 
  ばボルト締め部品交換をし 
 てくださ。 
 
．軸ＩＣ軸イントプライン部 
 塗さて露出部はさを防ぐめグ 
 を塗布してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 長期格納する時 

 
１． 各部清をしてくださ。 
 
２． 摩耗し部品破損し部品は交換してくださ。 
 
． 2-3 給油箇所一覧表に基づき油脂を補給し 
 てくださ。 
  ま回転回支よイント 
 ランプンを含む摺部には油し軸 
 ＩＣ軸イントプライン部にはグ 
 を塗布してくださ。 
 
４．ギヤボッギヤボッ及フライイ

ルを駆してるベルト張を完にゆるめて

くださ。 
 
５．塗損傷部は補修塗まは油を塗布しさ

生を防くださ。 
 
６．格納は風通しよ屋内に保管してくださ。 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  注 意  
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 子よく作業するめに期的に整を行

ましょう。 
 整不による故を未然に防ぐめに

整一覧表に基づき各部整を行

を状態心して作業行えるよう

にしてくださ。 
 

 
 
  
 
 
よンンをとめずに作業すると 
 者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 をンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
不処置整めにし 
 を付けずに作業すると回転部や可部に 
 巻き込まケガをするます。 
 元通に付けてくださ。 
 

 
 

 

１ 点検整備一覧表 

 
 

時    間 チェック項目 処       置 
新品使用１時間 ボルトットゆるみ し締め 

使用２５～３０時間 ギヤボッオイル（４ヶ所） オイル交換 

使   用   毎 
（始業終業点検） 

① 清 
② ギヤボッオイル（４ヶ所） 
③ 部品落破損部 
④ 各部ボルトット緩み 
⑤ 各部油も 
⑥ 各部油脂 
⑦ イフとシャマ 
⑧ プンロルとマ 
⑨ イフマ 
⑩ イフ 
⑪ タイヤ空気圧 

 

給油 

補充交換 

し締め 

シルッ破損交換 

｢2-3 給油箇所一覧表｣に基づき給油給脂 

 

 

   ｢3-3 各部整｣に基づきッ 

   ば再整 

 

シーズン終了後 

① ギヤボッオイル（４ヶ所） 
② 各部破損摩耗 
③ 各部清 
④ 各部給油給脂 
⑤ ロラン回支等摩耗 
⑥ 塗損傷部 
⑦ ベルト摩耗 
 
 

交換 
早め部品交換 
 
｢2-3 給油箇所一覧表整｣に基づき給油給脂 

早め部品交換 

塗まは油塗布 

早め部品交換 

使用可能ときは次シズン始まるまベ

ルト張を完にゆるめてく。 
 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  注 意  
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 ンンをとめて処置してくださ。 
 トラル生し不処置一覧表に基づき

処置してくださ。 
 

１ 不調処置一覧表 

 
 
 
よンンをとめずに作業すると 
 者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 をンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
不処置整めにし 
 を付けずに作業すると回転部や可部に 
 巻き込まケガをするます。 
 元通に付けてくださ。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
症    状 原     因 処      置 

シュトヘッド

 

① ッとコントロルボッ 
 接続不 
②ヒュズ断 
③コントロルボッイッ故障 

配線をや直す。白線（＋）黒線（－） 
 
ヒュズを交換する。 
イッを交換する。 

ギヤボッ熱 ① オイル量不 
② ベングギヤシャフト損傷 

正量まオイルを入する。 
部品を交換する。 

断物 

① 供給物水不 
② 回転不 
 
③ イフとボトムプトマ 
大き 

供給物水整をする。 
正回転にする。 
ベルト張を整する。 
ボトムプトを整する。 
 

フィドロル食込み

 
① 供給物多 
② ロルプング張不 

車を落とす 
プング長さ２５にする。 

断長さ不均一とる 
① イフ摩耗 
 
② イフとシャ隙間大き 

イフをする。 
イフを交換する。 
イフとシャ隙間を再整する。 

馬力を喰う ①イフ摩耗 イフをする。 
イフを交換する。 

 
原因や処置仕方わはとともに購入先にご相談くださ。  
１． 製  品  名 
２． 部品供給型式（型式） 
． 製 品 番 号       
４． 故 障 内 容      （きるだけ詳しく） 

 
 
 

 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意  



 



 




